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イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
の

　
　
　
　
　

新
し
い
通
常
状
態

　

イ
ラ
ン
が
本
国
か
ら
、
イ
ス
ラ
エ
ル

に
３
０
０
発
を
超
え
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
・

巡
航
ミ
サ
イ
ル
・
ド
ロ
ー
ン
を
撃
ち
込

み
、
イ
ス
ラ
エ
ル
が
イ
ラ
ン
に
ド
ロ
ー
ン

を
使
っ
て
報
復
攻
撃
を
行
っ
た
事
で
、
こ

れ
ま
で
45
年
間
続
い
て
き
た
両
国
の
関
係

は
、
明
ら
か
に
「
新
し
い
フ
ェ
ー
ズ
」
に

入
っ
た
。
こ
れ
ま
で
イ
ラ
ン
は
親
イ
ラ
ン

武
装
組
織
ヒ
ズ
ボ
ラ
や
フ
ー
シ
派
を
使
い

イ
ス
ラ
エ
ル
攻
撃
を
行
っ
て
き
た
が
、
本

国
が
直
接
攻
撃
す
る
事
は
な
か
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
両
国
が
直
接
、
攻
撃
し
あ
う
こ

と
が
「
Ｎ
ｅ
ｗ　

Ｎ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｌ
＝
新
し

い
通
常
状
態
」
に
な
っ
た
の
だ
。

　

筆
者
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
い
る
間
に
も
、

ヒ
ズ
ボ
ラ
の
ミ
サ
イ
ル
が
撃
ち
込
ま
れ
て

き
た
。
こ
れ
は
イ
ラ
ン
製
の
高
性
能
ミ
サ

イ
ル
で
、
ハ
マ
ス
が
撃
っ
て
く
る
手
製
の

ロ
ケ
ッ
ト
と
は
威
力
が
全
く
違
う
、
危
険

な
物
だ
っ
た
。
テ
ル
ア
ビ
ブ
周
辺
に
届
く

と
思
わ
れ
れ
ば
大
き
な
防
空
サ
イ
レ
ン
が

鳴
り
響
き
、
私
達
は
90
秒
以
内
に
シ
ェ
ル

タ
ー
に
飛
び
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
去
年
、
ハ
マ
ス
と
の
交
戦
が
始
ま
っ

て
か
ら
も
ヒ
ズ
ボ
ラ
は
攻
撃
を
仕
掛
け
続

け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
は
兵
を
北
部
国
境
に
も

振
り
向
け
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
が
、
４
月
１
日
の
シ
リ
ア
国
内
の

イ
ラ
ン
大
使
公
邸
が
入
る
ビ
ル
攻
撃
に
繋

が
っ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
ヒ
ズ
ボ
ラ
の
背

後
に
イ
ラ
ン
の
革
命
防
衛
隊
が
い
る
と
確

信
し
て
い
た
。
戦
闘
機
が
発
射
し
た
ミ
サ

イ
ル
６
発
に
よ
り
、
革
命
防
衛
隊
の
精
鋭

「
コ
ッ
ズ
部
隊
」
の
司
令
官
ら
を
含
む
13

人
が
殺
害
。
大
使
夫
妻
は
無
事
だ
っ
た
。

こ
れ
は
、
地
上
に
ヒ
ュ
ー
ミ
ン
ト
と
言
わ

れ
る
ス
パ
イ
を
配
し
、
目
視
し
て
大
使
夫

妻
が
出
か
け
、
司
令
官
ら
が
い
る
時
を
狙

い
す
ま
し
て
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
し
、
攻
撃

し
た
と
見
る
の
が
定
石
だ
。
ウ
イ
ー
ン
条

約
は「
外
交
官
の
生
命
は
守
ら
れ
る
べ
き
」

と
定
め
る
。
公
邸
へ
の
攻
撃
も
抵
触
す
る

が
、
イ
ラ
ン
と
イ
ス
ラ
エ
ル
は
外
交
関
係

を
持
っ
て
い
な
い
。
適
用
さ
れ
る
か
は
微

妙
な
と
こ
ろ
だ
。

　

４
月
13
日
に
イ
ラ
ン
か
ら
発
射
さ
れ
た

の
は
中
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
１
０
０
発
以

上
、
巡
航
ミ
サ
イ
ル
30
発
以
上
、
攻
撃
型

ド
ロ
ー
ン
約
１
７
０
機
。
し
か
し
、
イ
ス

ラ
エ
ル
は
そ
の
99
％
を
迎
撃
し
た
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
人
的
被
害
は
ミ
サ
イ
ル
か
ら
落

下
し
た
破
片
で
怪
我
を
し
た
女
の
子
の

み
。
イ
ラ
ン
の
『
報
復
』
が
緻
密
に
計
算

さ
れ
、
飛
行
に
数
時
間
か
か
る
ド
ロ
ー
ン

を
ま
ず
放
ち
、
イ
ス
ラ
エ
ル
や
米
国
に
警

告
し
準
備
す
る
余
裕
を
与
え
た
事
を
考
え

て
も
、
こ
の
防
御
率
は
凄
い
。
イ
ス
ラ
エ

ル
の
防
空
網
は
３
層
の
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
シ

ス
テ
ム
と
Ｆ
35
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
だ
。
低

い
弾
道
の
物
は
「
ア
イ
ア
ン
・
ド
ー
ム
」

が
迎
え
撃
ち
、高
高
度
の
物
は
、「
ア
ロ
ー
・

シ
ス
テ
ム
」
が
迎
撃
す
る
。
筆
者
は
こ
の

「
ア
イ
ア
ン
・
ド
ー
ム
」
を
視
察
し
た
こ

と
が
あ
る
。
車
両
に
乗
せ
て
移
動
可
能
な

迎
撃
シ
ス
テ
ム
で
、
標
的
へ
の
命
中
精
度

は
90
％
を
誇
る
。

　

ハ
メ
ネ
イ
大
統
領
に
は

　

２
つ
の
大
き
な
『
敵
』
が
い
る

　

現
在
、
イ
ラ
ン
の
ハ
メ
ネ
イ
大
統
領
に

は
２
つ
の
大
き
な
『
敵
』
が
い
る
。
１
つ

は
「
地
図
上
か
ら
抹
殺
す
る
」
と
公
言
し

て
き
た
イ
ス
ラ
エ
ル
、
そ
し
て
、
も
う
１

つ
は
国
内
の
強
硬
派
や
経
済
制
裁
で
生
活

が
苦
し
く
な
る
一
方
の
政
策
に
不
満
を
持

つ
国
民
だ
。
そ
の
為
、
国
内
へ
の
ア
ピ
ー

ル
と
し
て
派
手
な
『
報
復
』
に
踏
み
切
っ

イ
ス
ラ
エ
ル
の
迎
撃
99
％
が
示
し
た『
中
東
で
大
き
く
変
わ
る
力
関
係
』

～
イ
ス
ラ
エ
ル
の
再
報
復
懸
念
で
、石
油
価
格
が
１
バ
レ
ル
１
３
０
ド
ル
に
上
昇
の
可
能
性
も
！
～

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
元
駐
イ
ス
ラ
エ
ル
大
使
夫
人

松
富
か
お
り

松
富
か
お
り
の〈
世
界
と
日
本
の
安
全
保
障
〉⑥
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た
。
夜
空
を
飛
行
し
て
イ
ス
ラ
エ
ル
へ
向

か
う
ミ
サ
イ
ル
の
映
像
は
華
々
し
く
、
国

内
で
宣
伝
に
使
わ
れ
、
多
く
の
国
民
が
手

放
し
で
喜
ん
だ
。
が
、
あ
え
て
最
大
の
経

済
都
市
テ
ル
ア
ビ
ブ
は
狙
わ
ず
、
エ
ル
サ

レ
ム
周
辺
と
広
大
な
ネ
ゲ
ブ
砂
漠
が
広
が

る
南
部
を
狙
っ
た
。
国
際
的
な
面
子
の
維

持
と
国
内
の
フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
解
消

が
目
的
で
あ
る
事
は
明
ら
か
だ
。

　

し
か
し
、
今
回
の
報
復
は
世
界
に
中
東

の
力
関
係
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
る
事

を
見
せ
つ
け
た
。イ
ラ
ン
か
ら
の
攻
撃
は
、

真
っ
先
に
米
軍
に
探
知
さ
れ
、
関
係
各
国

に
知
ら
さ
れ
た
。
米
軍
の
戦
闘
機
が
70
以

上
の
無
人
機
と
巡
航
ミ
サ
イ
ル
を
、
駆
逐

艦
が
４
～
６
発
の
弾
道
ミ
サ
イ
ル
を
撃
ち

落
と
し
、
英
国
の
戦
闘
機
も
多
数
の
攻
撃

ド
ロ
ー
ン
を
撃
墜
。
日
本
で
は
報
道
さ
れ

な
か
っ
た
が
フ
ラ
ン
ス
も
協
力
し
た
。
ド

イ
ツ
は
外
相
が
「
地
域
全
体
を
混
乱
に
陥

れ
か
ね
な
い
攻
撃
」と
厳
し
く
非
難
し
た
。

　

そ
れ
以
上
に
驚
か
さ
れ
た
の
が
、
複
数

の
ア
ラ
ブ
諸
国
が
イ
ス
ラ
エ
ル
に
情
報
を

送
り
、
自
国
の
上
空
を
解
放
し
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
向
か
う
ド
ロ
ー
ン
を
ジ
ャ
ミ
ン
グ

で
無
力
化
す
る
の
を
許
し
た
。
ヨ
ル
ダ
ン

に
至
っ
て
は
イ
ラ
ン
の
兵
器
を
撃
墜
し

た
。
ウ
オ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー

る
。
19
日
の
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
は
軽
い
ジ
ャ

ブ
だ
。
本
格
的
な
報
復
が
時
間
を
か
け
て

練
ら
れ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
Ｗ
Ｓ
Ｔ

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ラ
ン
は
「
報
復
の

ス
パ
イ
ラ
ル
に
突
入
し
た
」
と
す
る
。
こ

の
不
安
が
燻
り
続
け
る
限
り
原
油
価
格
は

高
騰
す
る
。
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
に
よ
る
と

両
国
の
緊
張
が
高
ま
っ
た
と
し
て
、
去
年

末
70
ド
ル
台
だ
っ
た
北
海
ブ
レ
ン
ト
原
油

は
90
ド
ル
を
超
え
た
。
米
Ｃ
Ｎ
Ｂ
Ｃ
は

「
事
態
が
悪
化
し
て
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
の
通

行
が
妨
げ
ら
れ
る
な
ら
、
今
後
、
１
バ
レ

ル
１
２
０
ド
ル
や
１
３
０
ド
ル
ま
で
急
騰

す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
見
方
も
示
し

た
。
急
に
は
上
が
ら
な
い
だ
ろ
う
が
、
当

面
、
原
油
価
格
の
上
昇
圧
力
は
強
ま
り
そ

う
だ
。
原
油
価
格
の
上
昇
は
、
日
本
に
も

更
な
る
イ
ン
フ
レ
を
も
た
ら
す
。
報
復
の

応
酬
を
見
て
、
日
本
の
株
価
は
大
き
く
続

落
。
今
後
も
神
経
質
な
動
き
を
繰
り
返
す

だ
ろ
う
。
中
東
の
動
き
は
他
人
事
で
は
な

い
。

　

彼
の
支
持
基
盤
は
極
右
勢
力
と
熱
心
な

宗
教
的
人
々
だ
。
故
に
、
ハ
マ
ス
と
の
停

戦
は
非
常
に
難
し
い
。
し
か
も
、
ネ
タ
ニ

ヤ
フ
首
相
に
と
っ
て
今
は
「
背
水
の
陣
」。

汚
職
な
ど
で
起
訴
さ
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人

へ
の
酷
い
攻
撃
に
イ
ス
ラ
エ
ル
国
民
の
心

も
世
界
的
な
支
持
も
離
れ
つ
つ
あ
る
。
彼

を
引
き
ず
り
下
ろ
す
為
の
選
挙
を
求
め
る

動
き
も
広
が
る
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
強
硬
派
の
中
に
は
「
こ
の
機
に
仇
敵
イ

ラ
ン
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
た
い
」、「
核
開

発
を
妨
害
す
べ
き
」
と
考
え
る
人
々
も
い

る
。（
た
だ
し
イ
ラ
ン
の
核
開
発
の
心
臓

部
は
地
下
７
０
０
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
と
言

わ
れ
、
簡
単
に
潰
す
こ
と
は
で
き
な
い
）

Ｗ
Ｓ
Ｔ
は
イ
ラ
ン
革
命
防
衛
隊
ト
ッ
プ
の

将
軍
が
「
13
日
の
攻
撃
で
、
新
た
な
戦
略

的
方
程
式
が
生
ま
れ
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
が

ど
こ
か
で
イ
ラ
ン
の
権
益
を
攻
撃
す
れ

ば
、
イ
ラ
ン
は
イ
ス
ラ
エ
ル
を
直
接
攻
撃

す
る
」
と
話
し
た
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
と
っ

て
は
、
受
け
入
れ
難
い
。
事
前
の
警
告
な

く
奇
襲
さ
れ
れ
ば
、
大
き
な
痛
手
を
受
け

る
可
能
性
も
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
は
15
日

に
「
明
確
に

0

0

0

、
強
力
に

0

0

0

」
再
報
復
す
る
方

針
を
固
め
た
。
多
く
の
欧
米
メ
デ
ィ
ア
は

「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
報
復
は
あ
る
か
な
い
か

で
は
な
い
。
時
間
の
問
題
だ
」
と
分
析
す

ナ
ル
（
Ｗ
Ｓ
Ｔ
）
は
「
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相

を
ど
れ
ほ
ど
嫌
っ
て
い
て
も
、
シ
ー
ア
派

の
イ
ラ
ン
は
そ
れ
以
上
に
嫌
わ
れ
て
い
る

と
い
う
事
だ
」
と
解
説
し
た
。

　

し
か
し
、
実
は
遥
か
に
深
い
背
景
が
あ

る
。
２
０
２
１
年
に
米
国
の
主
導
で
「
ア

ブ
ラ
ハ
ム
合
意
」
が
な
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ

ル
は
周
辺
の
ア
ラ
ブ
諸
国
と
国
交
を
樹
立

し
、『
中
東
防
空
同
盟
』
と
呼
ば
れ
る
シ

ス
テ
ム
に
組
み
込
ま
れ
つ
つ
あ
る
の
だ
。

今
回
の
圧
倒
的
な
勝
利
は
こ
の
下
地
な
し

に
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、

イ
ス
ラ
エ
ル
は
イ
ラ
ン
に
対
す
る
「
抑
止

力
」
を
既
に
持
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
欧
米
は
報
復
が
報
復
を
呼

び
、
中
東
全
体
が
混
乱
に
陥
る
事
を
恐
れ

て
い
る
。
イ
ラ
ン
は
、
世
界
の
石
油
供
給

の
約
２
割
が
通
過
す
る
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
に

面
し
て
い
る
。
イ
ラ
ン
は
こ
れ
以
上
の
エ

ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
望
ま
な
い
姿
勢
を
示

し
た
。
ア
メ
リ
カ
も
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
対

し
、報
復
に
反
対
の
意
思
を
鮮
明
に
し
た
。

つ
ま
り
、
ど
の
国
も
中
東
全
体
を
巻
き
込

ん
だ
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
望
ん
で
い
な

い
。

　

た
だ
し
、
こ
こ
に
、
１
つ
だ
け
不
安
定

要
因
が
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ネ
タ
ニ
ヤ

フ
首
相
だ
。

松富かおり著
「明日は戦場にいるかもしれない」


